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パラメータを使った集計  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24年5月でフィルタ 

24年5月契約予定の 
案件数 

※案件データセット  

24年5月開始日の 
アクション数 

※アクションデータセット  

パラメータを使うことで、１つのフィルタで異なるデータセットや異なる日付型の  
集計結果を表示することが可能となります。 
以下は、一つのフィルタで案件契約予定日とアクション開始日を連動させて集計結果を表示してい

ます。 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「年」パラメータを作成します  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パラメータマーク　→　【＋　追加】 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以下通り入力　→　作成  コントロールをクリック  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以下通り入力　→　追加  コントロールに追加される  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「月」パラメータを作成します  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パラメータマーク　→　【＋　追加】 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以下通り入力　→　作成  コントロールをクリック  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1月～12月を設定します 

以下通り入力　→　追加  コントロールに追加される  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計算フィールドとグラフを作成します  
計算式をコピーして保存してください。 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ifelse(

${Nen}=toString(extract("YYYY",契約予定日)),

契約予定日,NULL)

01,年連動 
ifelse(

${tuki}="01月",01,

${tuki}="02月",02,

${tuki}="03月",03,

${tuki}="04月",04,

${tuki}="05月",05,

${tuki}="06月",06,

${tuki}="07月",07,

${tuki}="08月",08,

${tuki}="09月",09,

${tuki}="10月",10,

${tuki}="11月",11,

${tuki}="12月",12,

999)

02-01,月パラメータを数値変換  

案件データセット  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ifelse(

{02-01,月パラメータを数値変換}

 = extract("MM",契約予定日),

契約予定日,

NULL)

ifelse(

isNotNull({01,年連動})=TRUE AND 

isNotNull({02-02,月連動})=TRUE,

案件ID,

NULL)

ここまで案件データセットの契約予定日を軸にした計算式です。 
アクション開始日・数を集計する場合はアクションデータセットを使い、  

● 契約予定日をアクション開始日  
● 案件IDをアクション ID 

にそれぞれ置き換えて計算フィールドを作成してください。  

案件データセット  

02-02,月連動  03,年月連動 _案件数 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03,を値に設置  フィルタ (パラメータ )と値が連動する  



【お問い合わせ】 
 

株式会社マツリカ 
https://mazrica.com/ 

最後までお読みいただき、ありがとうございました 


